
平成13年度

24　税　　理　　士

　税理士の登録者数

平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

人 人 人 人 人

弁 護 士 4 3 3 3 2

公 認 会 計 士 109 108 109 110 107

試 験 合 格 者 634 649 655 649 674

試 験 免 除 者 230 250 261 287 317

資 格 認 定 者 9 7 6 6 4

税 務 代 理 士 2 2 2 1 1

特別試験合格者 1,017 988 960 934 896

特 例 法 認 定 者 1 1 1 1 1

2,006 2,008 1,997 1,991 2,002

％ ％ ％ ％ ％

弁 護 士 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1

公 認 会 計 士 5.4 5.4 5.5 5.5 5.3

試 験 合 格 者 31.6 32.3 32.8 32.6 33.7

試 験 免 除 者 11.5 12.5 13.1 14.4 15.8

資 格 認 定 者 0.4 0.3 0.3 0.3 0.2

税 務 代 理 士 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

特別試験合格者 50.8 49.3 48.1 46.9 44.7

特 例 法 認 定 者 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

　　　　　：平成14年３月31日
用語の説明：１　試験合格者とは、税理士試験の試験科目の最終科目が試験合格による者をいう。
　　　　　　２　試験免除者とは、税理士試験の試験科目の最終科目が免除による者をいう。
　　　　　　３　資格認定者とは、税理士法施行(昭和26年７月15日)の際、国又は地方公共団体の職員である者で､
　　　　　　　税理士試験の合格者と同等以上の学職を有する旨の税理士試験委員の認定を受けた者をいう。 
　　　　　　４　税務代理士とは、税務代理士の許可を受けた者をいう。
　　　　　　５　特別試験合格者とは、一定の実務経験を有する者に対し行う特別の税理士試験に合格した者をい
　　　　　　　う。 
　　　　　　６　特例法認定者とは、公認会計士特例試験等に関する法律(昭和39年法律第123号)第12条の規定に
　　　　　　　基づき、税理士試験委員の認定を受けた者をいう。 
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